
で
す
。
帰
っ
て
か
ら
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
、
護
岸
の
石
屋
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
私
は
石
積
み
を
し
な
が
ら
、
昭
和
四
十
五
年
頃
に

独
立
を
し
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
約
三
十
年
間
土
木
関
係

の
仕
事
を
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
海
軍
を
志
願
し
た
の
で
す
が
、
幸

い
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
に
も
行
か
ず
、
高
射
砲
隊
で
あ
り
ま
し

た
が
空
襲
で
弾
も
受
け
ず
、

生
き
て
還
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
番
喜
ん
で
い
た
の
は
母
親
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
分
の
海
軍
歴

駆
逐
艦
「
涼
月
」
　 

長
崎
県
　
牧
尊
　 

私
の
海
軍
の
兵
籍
番
号
は
「
徴
佐
世
保
、
機
三
三
七
四
」
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
大
正
十
一
年
四
月
四
日
生
ま
れ
、
志
願
で
な

く
昭
和
十
七
年
徴
集
兵
で
あ
り
ま
し
た
。
以
前
海
軍
と
い
う
と

志
願
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
東
亜
戦
争
が
始
ま
る
頃
に
な

る
と
徴
兵
や
召
集
の
兵
隊
が
段
々
と
多
く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

私
の
父
は
朝
鮮
の
元
山
で
建
築
関
係
の
大
き
い
仕
事
を
や
っ

て
い
た
と
い
う
の
で
す
が
、
父
は
病
気
で
死
ん
で
し
ま
い
、
家

に
は
母
、
兄
、
姉
が
お
り
、
私
は
末
子
で
あ
り
ま
し
た
。
昭
和

十
二
年
、
十
五
歳
で
朝
鮮
鉄
道
元
山
機
関
区
に
入
社
し
ま
し
た
。

鉄
道
は
鉄
道
な
り
の
教
育
が
あ
り
ま
し
た
。

初
め
は
庫
内
手
、
続
い
て
機
関
助
手
見
習
と
な
り
、
運
転
の

見
習
と
な
り
、
さ
ら
に
機
関
助
手
本
務
と
進
み
ま
す
。
本
務
は

機
関
車
の
釜
炊
き
が
本
番
で
、
こ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

助
手
と
し
て
は
一
人
前
と
な
る
の
で
す
。
そ
の
頃
、
外
人
の
子

供
が
機
関
区
に
遊
び
に
来
て
い
た
の
で
機
関
車
に
乗
せ
て
、
上

司
か
ら
叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

列
車
は
京
城
―
牡
丹
江
ま
で
の
朝
鮮
と
満
州
を
結
ぶ
広
軌
道

の
国
際
線
で
あ
り
ま
し
た
。
我
々
乗
務
員
は
朝
鮮
、
満
州
間
で

交
替
す
る
の
で
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
一
月
四
日
、
佐
世
保
海
兵
団
へ
入
団
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
昭
和
十
二
年
入
社
か
ら
十
七
年
暮
れ

ま
で
朝
鮮
鉄
道
で
一
人
前
の
運
転
、
機
関
士
と
し
て
勤
務
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
の
こ
と
は
、
長
姉
が
一
番
心
配
を
し
て



く
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
入
団
の
時
は
家
に
帰
ら
ず
、
元
山
～

佐
世
保
海
兵
団
へ
の
直
接
入
団
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
母
や
姉

は
随
分
心
を
痛
め
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

海
兵
団
で
の
初
年
兵
訓
練
三
ヵ
月
は
酷
し
い
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
基
礎
訓
練
、
学
科
、
カ
ッ
タ
ー
、
機
関
の
勉
強
と
、
休

む
暇
な
き
毎
日
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
鉄
道
で
は
あ
り
ま

す
が
機
関
士
と
し
て
は
一
人
前
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
技

術
や
汽
缶
（
ボ
イ
ラ
ー
）
関
係
の
こ
と
は
、
未
経
験
者
と
は
異

な
り
比
較
的
苦
労
は
少
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

海
兵
団
機
関
科
の
同
年
兵
は
約
三
〇
〇
人
の
教
育
が
終
了
し
、

私
は
昭
和
十
八
年
四
月
、
機
関
士
で
あ
っ
た
の
で
一
等
駆
逐
艦

「
涼
月
」
に
乗
員
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。「
涼
月
」
は
、「
月
」

ク
ラ
ス
と
い
う
最
新
の
大
型
の
駆
逐
艦
―
（
解
説
①
）
で
あ
り
、

乗
員
は
三
五
〇
人
で
あ
り
ま
し
た
。

私
の
勤
務
場
所
は
、
機
関
部
の
主
機
関
部
で
あ
り
、
ボ
イ
ラ
ー

の
燃
料
は
重
油
で
し
た
。
機
械
部
の
場
所
は
船
の
一
番
底
、
文

字
通
り
の
板
子
一
枚
下
は
海
で
あ
り
、
艦
上
の
こ
と
も
、
海
の

こ
と
も
見
え
な
い
縁
の
下
で
の
心
臓
を
動
か
す
勤
務
で
あ
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
艦
内
で
は
、
朝
晩
、
古
兵
や
上
司
か
ら
樫
の
棒

（
バ
ッ
ト
）
で
尻
を
叩
か
れ
ま
す
。
自
分
の
責
任
で
な
く
と
も

連
帯
責
任
で
や
ら
れ
る
の
で
す
。
初
年
兵
同
士
は
お
互
い
に
紫

色
に
な
っ
た
尻
の
あ
ざ
を
見
せ
あ
っ
た
も
の
で
す
。
夕
食
を
食

べ
た
後
、
寝
る
ま
で
叩
か
れ
ま
す
。
同
年
兵
は
、
機
械
、
汽
罐

（
か
ま
）

、
電
気
、
保
機
と
あ
り
、
各
一
人
の
初
年
兵
で
、
五

人
は
同
罪
で
す
。
艦
は
一
人
の
過
ち
で
も
艦
全
体
が
沈
む
、
一
蓮

托
生
で
す
か
ら
、
初
年
兵
の
時
か
ら
徹
底
的
に
し
ご
か
れ
、
体

全
体
で
覚
え
さ
せ
る
の
だ
と
は
判
っ
て
い
て
も
、
辛
い
毎
日
で

あ
り
ま
し
た
。
言
い
訳
は
し
な
い
海
軍
魂
は
、
日
と
共
に
養
成

さ
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
戦
闘
に
入
る

ま
で
毎
日
続
き
ま
し
た
。

駆
逐
艦
の
任
務
は
単
独
で
行
動
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く

な
り
、
戦
艦
、
航
空
母
艦
、
巡
洋
艦
等
の
護
衛
が
主
と
な
り
ま

し
た
が
、
敵
の
潜
水
艦
攻
撃
の
た
め
駆
逐
艦
の
み
で
パ
ラ
オ
に

出
動
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ソ
ロ
モ
ン
で
護
衛
の
輸
送
船
が
や
ら
れ
、
ブ
ナ
へ
陸

軍
の
兵
隊
を
運
ん
で
基
地
へ
行
き
降
ろ
し
、
ト
ラ
ッ
ク
へ
戻
り

ま
し
た
。
当
時
、
ラ
バ
ウ
ル
は
陸
軍
の
基
地
な
の
で
、
輸
送
船



で
は
や
ら
れ
る
の
で
、
駆
逐
艦
が
武
器
や
弾
薬
を
運
び
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
島
を
出
て
か
ら
海
戦
も
や
り
ま
し
た
。
敵
戦
闘
機
の

グ
ラ
マ
ン
と
高
角
砲
で
対
空
戦
も
や
り
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
末
、
航
空
母
艦
の
護
衛
で
、
ト
ラ
ッ
ク
島
か
ら

横
須
賀
軍
港
へ
帰
り
ま
し
た
後
、
昭
和
十
九
年
一
月
十
日
、
船

団
護
衛
で
呉
軍
港
か
ら
豊
後
水
道
を
出
て
、
四
国
が
か
す
か
に

見
え
て
い
た
所
（
宿
毛
南
方
）
で
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け

ま
し
た
。

「
涼
月
」
の
艦
橋
の
前
が
轟
沈
の
よ
う
に
切
れ
て
沈
ん
で
い

き
ま
し
た
。
機
械
部
と
一
汽
罐
が
残
り
、
後
部
（
艦
尾
）
も
魚

雷
で
や
ら
れ
、
兵
室
に
い
た
者
も
多
く
戦
死
・
傷
し
ま
し
た
。

艦
橋
の
前
部
が
や
ら
れ
た
時
は
、
艦
長
以
下
二
十
七
人
の
将

校
の
う
ち
二
人
を
残
し
他
は
戦
没
し
ま
し
た
。
艦
底
の
火
薬
庫

も
爆
発
し
た
の
で
す
か
ら
「
涼
月
」
は
、
艦
も
兵
員
も
ほ
と
ん

ど
全
滅
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
私
は
そ
の
時
、
艦
底
の
機
械

部
に
い
た
の
で
戦
死
せ
ず
に
済
み
、
艦
の
乗
組
員
は
三
分
の
二

が
戦
没
、
生
存
者
は
百
何
人
か
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

「
涼
月
」
は
、
前
部
と
後
部
の
一
部
、
船
体
の
四
〇
％
を
失
っ

た
の
で
す
が
、
残
部
が
少
し
浮
い
て
い
た
の
で
、
全
員
で
手
押

し
ポ
ン
プ
で
水
と
油
を
汲
み
出
し
、
浮
い
た
部
分
を
僚
艦
「
秋

月
」
が
引
っ
張
っ
て
、
四
国
か
ら
曳
航
さ
れ
呉
へ
と
帰
り
ま
し

た
。
も
し
、
外
海
で
あ
っ
た
な
ら
、
我
々
生
き
残
り
も
、
艦
そ

の
も
の
も
海
没
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
度
々
の
海

戦
で
「
涼
月
」
は
沈
没
を
免
れ
た
強
運
の
艦
（
解
説
②
）
で
あ

り
、
呉
工
廠
で
短
期
間
に
修
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

復
活
し
た
「
涼
月
」
は
、
硫
黄
島
へ
も
行
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
し
、
昭
和
二
十
年
四
月
七
日
、
戦
艦
「
大
和
」
以
下
十
隻
の

海
上
特
攻
隊
（
大
和
・
軽
巡
洋
艦
・
駆
逐
艦
八
隻
）
の
一
艦
と

し
て
出
撃
し
ま
し
た
が
、
九
州
南
西
の
洋
上
で
、
米
艦
隊
の
艦

載
機
延
べ
三
〇
〇
機
以
上
の
攻
撃
を
受
け
、
主
力
は
全
滅
し
、

沖
縄
突
入
作
戦
を
断
念
し
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
時
「
涼
月
」

は
、
猛
烈
な
空
襲
を
受
け
て
、
二
度
、
三
度
、
艦
の
半
分
を
失

い
操
艦
機
能
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
超
低
速
で
佐
世
保
に
帰
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

私
は
、
そ
の
前
に
退
艦
し
て
（
解
説
③
）
横
須
賀
の
海
軍
工

機
学
校
魚
雷
艇
訓
練
所
で
三
ヵ
月
間
教
育
を
受
け
、
川
棚
の
魚

雷
艇
訓
練
所
（
特
攻
基
地
）
で
さ
ら
に
三
ヵ
月
教
育
を
受
け
、

佐
世
保
の
防
備
隊
に
入
り
ま
し
た
。



魚
雷
艇
は
「
八
六
四
号
艇
」
で
第
三
三
嵐
部
隊
へ
入
り
ま
し

た
が
、
昭
和
二
十
年
五
月
頃
、
佐
世
保
か
ら
宮
崎
の
油
津
が
嵐

部
隊
の
本
隊
と
な
っ
た
の
で
、
艇
は
宮
崎
県
南
那
賀
郡
明
津
港

を
根
拠
地
と
し
て
い
ま
し
て
、
そ
こ
が
、
本
土
防
衛
の
基
地
と

な
り
ま
し
た
。

艇
は
三
隻
あ
っ
て
、
一
艇
は
艇
長
以
下
九
人
で
あ
り
、
第
八

六
四
、
第
八
六
五
、
第
八
六
六
艇
で
、
震
洋
艇
の
大
型
、
ベ
ニ

ヤ
板
製
十
四
ト
ン
、
長
さ
十
七
メ
ー
ト
ル
、
二
五
ミ
リ
機
関
砲

二
門
、
一
三
ミ
リ
機
関
銃
二
機
、
航
空
魚
雷
二
本
を
抱
い
て
、

爆
雷
を
六
個
装
備
し
て
あ
り
ま
す
。
艇
長
は
学
徒
動
員
の
少
尉

で
あ
り
ま
し
た
。

前
の
明
津
で
は
米
戦
闘
機
の
グ
ラ
マ
ン
、
カ
ー
チ
ス
ホ
ー
ク

Ｐ51

の
攻
撃
は
あ
り
ま
し
た
が
、
川
棚
後
は
水
上
特
攻
隊
基
地

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
出
動
の
前
に
終
戦
と
な
っ
た
か
ら
割
合

犠
牲
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
。
も
し
、
強
運
と
い
え
ど
も
「
涼

月
」
に
乗
り
組
み
が
続
い
て
い
た
な
ら
、
私
は
沖
縄
特
攻
の
空

襲
で
生
き
て
は
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

想
え
ば
、
自
分
の
海
軍
歴
は
「
駆
逐
艦
涼
月
」
に
つ
き
ま
す
。

「
涼
月
」
乗
り
組
み
の
時
の
犠
牲
で
、
戦
友
は
二
分
の
一
に
な
っ

て
い
ま
す
。
空
戦
に
海
戦
に
、
対
潜
戦
で
、
も
し
あ
の
時
、
あ

そ
こ
に
い
た
ら
、
生
死
は
紙
一
重
で
あ
り
ま
し
た
。
宿
毛
で
、

艦
長
以
下
幹
部
が
艦
橋
と
共
に
沈
ん
で
い
っ
た
時
の
こ
と
は
、

今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。（
解
説
④
）

今
も
戦
友
会
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、「
涼
月
」
の
時
の
戦
友

は
戦
死
し
て
少
な
く
、
特
攻
基
地
は
川
棚
だ
っ
た
の
で
九
州
の

人
が
主
で
す
が
、
幹
部
は
学
徒
だ
っ
た
の
で
東
京
の
人
も
多
い

の
で
す
。
我
々
も
段
々
と
年
齢
を
重
ね
て
来
て
、
余
り
遠
く
へ

行
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

終
戦
に
な
っ
て
、
九
州
の
者
は
早
く
故
郷
へ
帰
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
我
が
家
は
北
朝
鮮
の
元
山
だ
っ
た
の
で
、
三
八

度
線
を
越
え
る
の
に
随
分
苦
労
し
た
と
い
い
ま
す
。
幸
い
に
犠

牲
は
無
く
、
野
宿
を
し
な
が
ら
、
着
の
み
着
の
ま
ま
で
帰
っ
て

来
ま
し
た
。

私
は
、
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
、
母
の
兄
、
伯
父
の
い
る
長

崎
県
有
明
町
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
朝
鮮
元
山
の
母

達
の
消
息
も
不
明
で
し
た
し
、
兄
は
陸
軍
で
羅
南
に
入
隊
し
て

お
り
、
帰
っ
て
来
て
母
子
が
一
緒
に
な
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十

一
年
五
月
頃
で
し
た
。
私
も
朝
鮮
鉄
道
に
七
年
い
ま
し
た
し
、



軍
隊
に
は
昭
和
十
八
年
一
月
か
ら
終
戦
ま
で
い
ま
し
た
が
何
に

も
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
帰
っ
て
か
ら
、
鉄
道
の
経
験
に
よ
り
昭
和
二
十
年
十

一
月
、
島
原
鉄
道
に
入
り
ま
し
た
。
当
時
の
島
鉄
は
軽
便
鉄
道

で
し
た
が
、
現
在
の
島
鉄
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
思
い
出
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
昭
和
二
十
五
年

五
月
、
天
皇
陛
下
の
お
召
し
列
車
が
、
島
原
鉄
道
に
入
っ
て
来

ら
れ
る
の
で
、
多
く
の
機
関
士
の
中
で
第
一
選
抜
と
な
り
、
運

転
し
ま
し
た
こ
と
、
軍
隊
時
代
で
言
え
ば
、
大
元
帥
陛
下
の
お

召
し
列
車
を
運
転
で
き
た
の
は
忘
れ
ら
れ
な
い
一
つ
の
感
激
で

あ
り
ま
し
た
。

【
解

説
】

①
　
駆
逐
艦
「
涼
月
」
の
諸
元

基
準
排
水
量
　
　
二
七
〇
一
英
ト
ン

常
備
状
態
排
水
量
　
　
三
四
七
〇
ト
ン

水
線
長
　
　
一
二
三
メ
ー
ト
ル

量
大
幅
　
　
一
一
・
六
メ
ー
ト
ル

馬
力
　
　
五
二
・
○
○
Ｈ
Ｐ

速
力
　
　
三
三
ノ
ッ
ト

備
砲
　
　
一
〇
セ
ン
チ
高
角
砲
八
門

魚
雷
発
射
管
　
　
六
一
セ
ン
チ
四
基

完
成
年
月
　
　
昭
和
十
七
年
十
二
月
二
十
九
日

所
謂
「
月
ク
ラ
ス
」
と
名
付
け
ら
れ
た
大
型
・
最
新
駆
逐

艦
の
三
番
艦
と
し
て
建
造
さ
れ
た
。
同
ク
ラ
ス
の
艦
は
昭
和

十
七
年
六
月
竣
工
し
た
「
秋
月
」
を
第
一
番
艦
と
し
、
二
番

艦
「
照
月
」
同
年
八
月
竣
工
。
以
下
、「
涼
月
」「
初
月
」

「
新
月
」「
若
月
」「
霜
月
」「
冬
月
」「
春
月
」「
花
月
」「
宵

月
」

。
最
終
竣
工
（
二
十
年
四
月
）
は
「
夏
月
」
で
、
僚
艦
は
十

二
隻
で
あ
る
。

建
造
は
「
涼
月
」
以
下
五
隻
は
三
菱
長
崎
造
船
所
。
舞
鶴

海
軍
工
廠
四
隻
。
佐
世
保
海
軍
工
廠
二
隻
。
浦
賀
ド
ッ
ク
一

隻
で
あ
る
。
う
ち
六
隻
は
海
没
し
、「
涼
月
」
以
下
六
隻
は

終
戦
時
残
存
し
た
。「
涼
月
」
は
僚
艦
「
冬
月
」
等
と
と
も

に
、
そ
の
船
体
は
福
岡
県
若
松
港
の
防
波
堤
に
利
用
さ
れ
た

と
い
う
。

他
の
「
春
月
」「
宵
月
」「
夏
月
」「
花
月
」
は
戦
後
、
ソ



連
・
中
国
・
英
国
・
米
国
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
渡
さ
れ
た
。

②
　
「
涼
月
」
の
強
運
と
「
月
ク
ラ
ス
駆
逐
艦
」
の
戦
歴
と
沈

没
場
所
「
涼
月
」
は
、
牧
尊
氏
の
証
言
の
如
く
、
昭
和
十
八
年
三

月
以
後
、
航
空
部
隊
基
地
用
物
件
等
を
搭
載
し
、
南
洋
諸
島
、

ソ
ロ
モ
ン
地
域
、
内
地
間
を
航
行
、
海
戦
等
に
参
加
し
被
害

を
受
け
つ
つ
も
健
在
で
あ
っ
た
。

第
二
艦
「
照
月
」
は
「
涼
月
」
竣
工
時
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
で

海
没
（
南
太
平
洋
海
戦
・
第
三
次
ソ
ロ
モ
ン
海
戦
等
参
加
）

し
た
。
他
の
僚
艦
「
新
月
」
は
十
八
年
七
月
五
日
、
ク
ラ
湾
海
戦
。

「
秋
月
」
は
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
増
援
、
マ
リ
ア
ナ
沖
、
比
島
沖

海
戦
な
ど
参
加
し
、
十
九
年
十
月
二
十
五
日
、
ル
ソ
ン
海
峡

東
で
海
没
。

「
初
月
」
も
マ
リ
ア
ナ
沖
、
比
島
沖
海
戦
参
加
し
、「
秋

月
」
と
共
に
沈
没
。「
若
月
」
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
沖
、
マ
リ
ア

ナ
沖
、
比
島
沖
海
戦
参
加
し
、
十
九
年
十
一
月
オ
ル
モ
ッ
ク

に
て
沈
没
。

「
霜
月
」
は
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
等
の
参
加
し
、
十
九
年
十

一
月
二
十
五
日
、
ボ
ル
ネ
オ
西
方
で
沈
没
し
た
の
で
あ
る
。

「
涼
月
」
は
、
ウ
ェ
ー
ク
島
輸
送
作
戦
途
中
、
高
知
県
宿

毛
南
方
で
雷
撃
に
よ
り
艦
橋
前
部
と
、
艦
尾
を
切
断
、
船
体

の
前
後
部
を
失
い
つ
つ
沈
没
を
ま
ぬ
が
れ
た
。
更
に
十
九
年

十
月
十
六
日
、
雷
撃
受
け
復
日
修
理
中
で
あ
っ
た
た
め
、
レ

イ
テ
海
戦
に
参
加
で
き
ず
、
結
果
的
に
は
海
没
を
免
れ
た
の

で
あ
る
。

更
に
、
昭
和
二
十
年
四
月
七
日
、
戦
艦
「
大
和
」
と
共
に

沖
縄
突
入
の
水
上
特
攻
隊
の
一
艦
と
し
て
出
撃
、
途
中
の
九

州
南
西
海
上
で
米
艦
載
機
延
三
〇
〇
余
機
の
猛
空
襲
を
受
け
、

同
行
駆
逐
艦
八
隻
中
四
隻
沈
没
、「
涼
月
」
は
艦
の
半
分

を
も
ぎ
取
ら
れ
、
操
艦
で
き
な
い
な
が
ら
、
超
低
速
で
後
進

し
つ
つ
佐
世
保
軍
港
に
帰
港
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
「
涼
月
」
は
ま
れ
に
み
る
強
運
で
あ
り
、
牧

氏
は
、
同
艦
の
大
修
理
中
に
退
艦
し
、
水
上
特
攻
隊
と
な
っ

た
故
、「
涼
月
」
も
牧
氏
も
強
運
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

③
　
魚
雷
艇
訓
練
所
―
川
棚

臨
時
魚
雷
艇
訓
練
所
＝
昭
和
十
九
年
五
月
一
日
～
昭
和
二

十
年
三
月
二
十
一
日
ま
で
、
川
棚
（
長
崎
県
大
村
湾
沿
岸
）



に
水
雷
学
校
分
校
を
設
置
し
て
訓
練
所
と
し
た
。
こ
こ
は
水

上
特
攻
隊
の
震
洋
乗
員
の
教
育
訓
練
を
行
っ
て
い
た
。

同
所
は
昭
和
十
九
年
八
月
一
日
、
川
棚
警
備
隊
と
な
り
、

二
十
年
三
月
一
日
、
川
棚
突
撃
隊
に
改
編
さ
れ
た
が
、
従
前

の
任
務
（
佐
世
保
防
備
隊
）
を
継
承
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

震
洋
艇
は
増
産
さ
れ
川
棚
と
鹿
児
島
湾
江
の
浦
で
訓
練
を
受

け
た
乗
員
と
共
に
逐
次
震
洋
隊
を
編
成
し
、
比
島
、
台
湾
、

南
方
諸
島
、
小
笠
原
諸
島
、
南
西
諸
島
（
沖
縄
等
）

、
支
那

沿
岸
、
海
南
島
等
に
分
散
（
内
地
―
三
浦
半
島
、
四
国
、
九

州
等
）
し
、
敵
来
襲
に
対
す
る
特
攻
突
撃
に
備
え
た
。

川
棚
突
撃
隊
は
、
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
ま
で
内
地
防
衛

特
攻
を
準
備
し
終
戦
と
な
る
。（
海
軍
恩
給
加
算
調
書
―
参

考
）

④
　
「
涼
月
」
の
戦
歴
　
「
海
軍
加
算
調
書
」
に
よ
る

昭
和
十
七
年
十
二
月
～
十
八
年
一
月
十
四
日「
戦
務
丁
」
―

昭
和
十
七
年
十
二
月
二
十
九
日
竣
工
。

昭
和
十
八
年
一
月
十
四
日
、
横
須
賀
。
一
月
二
十
五
日
～
同

年
三
月
十
六
日
、
呉
。
同
年
五
月
二
十
二
日
～
五
月
三
十
一

日
、
佐
世
保
。
六
月
十
九
日
～
昭
和
十
九
年
一
月
十
八
日
、

呉
。
以
上
「
戦
務
甲
」

同
年
同
月
十
九
日
～
八
月
一
日
「
戦
務
丁
」
で
あ
る
。

こ
の
時
が
前
述
の
昭
和
十
九
年
十
六
日
、
ウ
ェ
ー
ク
島
輸

送
作
戦
途
中
、
宿
毛
で
の
電
撃
に
よ
る
、
艦
体
切
断
、
呉
海

軍
工
廠
に
お
い
て
修
理
と
い
う
よ
り
、
艦
首
、
艦
尾
修
復
の

期
間
で
あ
ろ
う
。
復
帰
は
同
年
八
月
二
日
～
十
月
十
七
日
、

呉
「
戦
務
甲
」
と
加
算
が
復
活
し
て
い
る
の
は
、
再
度
呉
軍

港
を
母
港
と
し
て
戦
務
参
加
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
十
月
十
九
日
～
十
一
月
二
十
日
ま
で
、
呉
で

あ
る
が
戦
務
の
空
白
が
あ
る
。
こ
の
間
が
、
十
月
十
六
日
、

潜
水
艦
の
電
撃
に
よ
り
艦
首
部
分
修
復
中
と
見
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
十
一
月
十
二
日
～
十
二
月
八
日
、
呉
。

十
二
月
九
日
～
二
十
年
一
月
二
十
八
日
、
大
分
。

一
月
二
十
九
日
～
二
月
十
一
日
、
大
分
。

二
月
十
二
日
～
四
月
八
日
、
呉
。

四
月
九
日
、
佐
世
保
。
以
上
「
戦
務
甲
」

昭
和
二
十
年
四
月
十
日
～
九
月
二
日
（
終
戦
）
佐
世
保
「
戦

務
丁
」

、
同
年
十
一
月
二
十
日
除
籍
と
あ
る
。



「
大
和
」
と
の
沖
縄
特
攻
後
の
佐
世
保
帰
投
時
以
降
が
戦
務

丁
で
あ
る
。

対
空
・
対
潜
・
船
舶
警
戒
隊
　 

福
岡
県
　
小
関
正
勝
　 

私
は
北
海
道
の
釧
路
で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
七
歳
の
時
父
が

死
亡
し
た
の
で
、

復
員
し
て
帰
っ
た
の
は
母
の
妹
の
家
で
し
た
。

本
籍
は
大
分
県
日
田
郡
、
現
在
の
天
が
瀬
で
あ
り
ま
し
た
。

大
正
十
二
年
一
月
六
日
生
ま
れ
で
、
昭
和
十
八
年
徴
集
兵
、

翌
十
九
年
二
月
一
日
、
海
軍
へ
徴
兵
で
、
佐
世
保
第
一
海
兵
団

へ
現
役
兵
と
し
て
入
団
し
ま
し
た
。
二
月
十
一
日
、
印
鑑
を
持
っ

て
旅
費
を
取
り
に
来
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

入
団
十
日
目
の
こ
と
、
突
然
「
衣
■
を
片
付
け
ろ
」
と
言
わ

れ
、
初
年
兵
二
十
人
く
ら
い
が
、
衣
■
に
衣
服
等
を
つ
め
、
担

い
で
博
多
の
築
港
に
待
っ
て
い
た
病
院
船
に
乗
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
博
多
に
は
、
我
々
を
引
率
す
る
転
勤
下
士
官

が
お
ら
れ
、

下
士
官
に
付
い
て
旅
館
に
泊
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

各
自
、
旅
費
と
し
て
三
百
円
（
当
時
と
し
て
は
大
金
）
支
給
さ

れ
て
い
た
の
で
、
運
賃
、
宿
泊
料
は
各
人
払
い
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

博
多
を
朝
出
帆
し
船
は
朝
鮮
の
釜
山
へ
着
岸
し
ま
し
た
。
次

に
列
車
に
乗
り
換
え
北
上
、「
羅
津
特
根
」
と
い
わ
れ
ま
し
た

羅
津
特
別
根
拠
地
隊
に
入
隊
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

羅
津
で
は
十
日
間
く
ら
い
、
軍
人
と
し
て
の
初
歩
の
訓
練
、

行
進
間
の
敬
礼
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
二
月
の
北
鮮
は
九
州

で
生
活
し
て
い
た
我
々
に
と
っ
て
は
酷
し
い
寒
さ
が
身
に
し
み

ま
し
た
。
文
字
通
り
凍
み
つ
い
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
写
真
を

今
で
も
持
っ
て
い
ま
す
が
、
銃
剣
術
や
各
班
毎
に
行
進
や
紅
白

に
分
か
れ
て
の
演
習
な
ど
で
し
た
。
こ
の
特
別
根
拠
地
隊
は
教

育
隊
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
日
、
大
き
な
船
が
羅
津
港
に
入
っ
て
来
て
、
我
々
の
仲

間
二
百
人
く
ら
い
が
乗
り
込
む
と
、
直
ち
に
出
港
し
着
い
た
所

が
、
な
ん
と
日
本
の
内
地
、
新
潟
港
で
、
今
度
は
陸
路
、
鉄
道

で
横
須
賀
の
海
兵
団
へ
入
っ
て
、
船
舶
警
戒
隊
に
入
隊
と
な
り

ま
し
た
。
三
月
十
日
の
こ
と
で
し
た
。

四
月
十
五
日
、
命
令
に
よ
り
海
兵
団
を
退
団
し
、
自
分
が
三




